
 

 
 

アーティストを講師としたワークショップを開催 

生涯学習プラザで開催する「A-Lab GO ワークショップ」第二弾！ 

 

１ 趣旨 

  旧城北公民館をリノベーションしたアートスペース・あまらぶアートラボ「A-Lab」。日ごろ、若手

アーティストの展覧会やアーティストの方を講師に招いたワークショップを開催しています。今回、

これまでのあまらぶアートラボで開催していたワークショップを、市内各地域に出向いて生涯学習プ

ラザで開催致します。より身近な場所で、多くの方々と一緒に芸術を楽しみたいと思います！さぁ、

あなたも芸術家になろう！ 

 

２ 内容 

⑴絵具を作って絵を描こう 講師：薬師川千晴 

   絵具を自分で作って、その絵具で絵を描くテンペラ画という技法を体験しよう！ 

   ①日時：令和元年 11月 3日（日） 午後 1時 30分から午後４時 

    場所：小田南生涯学習プラザ 

   ②日時：令和元年 12月 8日（日） 午後 1時 30分から午後４時 

    場所：中央北生涯学習プラザ 

 

  ⑵つくろう！おウチランタン 講師：マキコムズ 

   紙袋に窓を開けたり、コラージュしておウチ型のランタンを作ろう！置いても、下げても飾れる

よ！ 

   日時：令和元年 11月 17日（日） 午後 1時から午後 3時 

   場所：武庫東生涯学習プラザ 

 

  ⑶つくろう！小さい箱のおウチ 講師：マキコムズ 

   小さいダンボールをカラーペーパーや自然素材を使っておウチにしよう！ 

   日時：令和元年 12月 15日（日） 午後 2時から午後 4時 

場所：大庄南生涯学習プラザ 

 

  ⑷4コマ漫画を描こう 講師：飯川雄大 

   最初にオチを考える練習をし、最後はオリジナルの４コマ漫画を作り発表しよう！ 

   ①日時：令和元年 11月 30日（土） 午後２時から午後４時 

    場所：小田南生涯学習プラザ 

   ②日時：令和元年 12月 1日（日） 午後２時から午後４時 

  場所：園田西生涯学習プラザ 

令和元年 10 月 15 日 

所 属 文化振興担当 

担当者 松長・金子松・濱 

電 話 06－6489－6385 



 

３ 申込について 

  ⑴申込方法 

   メール又はハガキ 

   ※送り先 メール：アドレス ama-event@city.amagasaki.hyogo.jp 

            件名に「A-Lab GO ワークショップ申込」と記入 

        ハガキ：尼崎市文化振興担当 「A-Lab GO ワークショップ」係 

            〒660-8501 尼崎市東七松町 1丁目 23-1 中館 7F 

   ※申し込み方法に関わらず「申込講座名と日時」「氏名」「住所」「年齢」「電話番号」 

    「メールアドレス」を記入 

 ⑵定員   各講座抽選 10名（申込締切：10月 25日（金）必着） 

⑶参加費  無料 

⑷対象   小学生以上（３年生以下は保護者同伴） 

 

 ４ 講師プロフィール 

⑴薬師川千晴（やくしがわ・ちはる） 

1989 年滋賀県生まれ。油絵具や古典技法の練り込みテンペラを用い、色彩豊かな独自の絵画を

展開する現代美術作家。2013 年に京都精華大学大学院芸術研究科博士前期課程芸術専攻を修了。 

主な展覧会として、主な展覧会 2018年╱個展「RAUM KOMP ［ラウムコンプ］ うごく空

間、そこにある音」╱海岸通りギャラリーCASO╱大阪 2018年╱個展「retrace a pair 一対を

なぞる」╱Gallery PARC╱京都 2018年╱散光/サーキュレーション 滋賀県立近代美術館企画展

╱滋賀╱シガアートスポットプロジェクト vol.1選抜 2015年╱ハイパートニック・エイジ╱京

都芸術センター╱京都 2014年╱個展「絵画碑」╱Gallery PARC╱京都╱Gallery PARC Art 

Competiton 2014選抜など 

  

⑵マキコムズ（カワサキマキとマスダマキコのアートユニット） 

    1971年まれのカワサキマキと 1960年生まれのマスダマキコの二人で 2014年よりユニット 

として活動開始。「CAPこども図工室」「CAP土曜クラブ」などの他、 KIITO マルシェ、神

戸文化祭、あさご芸術の森美術館などで、主にこども・遊び・つくることのワークショップ

を展開。「マキコムズ」は双方の名前からと「まわりを おもしろいことに巻き込んじゃ

う」の意。 

https://nonocchi.wixsite.com/makikoms 

 

⑶飯川雄大（いいかわ・たけひろ） 

成安造形大学芸術学部情報デザイン学科ビデオクラス卒業。  

擬態する性質を持ち世界中に生息する蟹（デコレータークラブ）をモチーフとして、伝達と情報

の間に生じるズレや意味について問いかける作品を映像、写真、立体、イラストレーションで表現

する。これまで、デコレータークラブを見たという人がその体験を語る映像作品や、鑑賞者が全貌

を捉えることのできない大きな猫の立体作品などを発表する。日常にありながらも取り上げられ

ることのない風景を 24 時間撮り続けた映像時計や、サッカーの試合中のゴールキーパーや控え

選手達がボールから遠く離れた場所でどういう動きや表情を見せるかに焦点を当てた映像作品

mailto:ama-event@city.amagasaki.hyogo.jp
https://nonocchi.wixsite.com/makikoms


 

「ハイライトシーン」シリーズを制作。 

近年の主な展覧会に「六本木クロッシング 2019 展:つないでみる」(森美術館・2019)、 「開館 

30 周年記念特別展 美術館の七燈」(広島市現代美術館・2019)、「ひとりはみんなのために」(ア

ンテルーム京都・2016)、「遭遇するとき－ Happening Upon －」(滋賀県立近代美術館・2013)

など。 

https://takehiroiikawa.tumblr.com/ 

以 上   

https://takehiroiikawa.tumblr.com/


尼崎市文化振興担当 TEL：06-6489-6385


